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１． はじめに 

ネットワークを介した相互接続を行う製品が数多く存在

する[1] ．相互接続性試験とは，これらの機器のプロファ

イルそれぞれが仕様通りに実装されているか確認するもの

である．現在，試験を行う際には紙の手順書が用いられて

いる．しかし，紙媒体の手順書では初心者に扱いづらい，

試験手順の勘違いが起きるという問題点がある．そこで

Windows タブレットを用いて，試験手順書の操作を行える

アプリケーションの開発を行う．本研究では作成したアプ

リケーションで試験手順の作成，実行までの流れを行いシ

ステムの有効性を確かめた． 

2 ．システムの概要 

本システムの概要を図 1 に示す．本システムは試験者が

Windows タブレットを用いて，試験手順書の作成，試験使

用機器の操作手順書の作成を行える．  

 

 

図１ システム概要図 

 

また，試験手順書を作成する画面を図 2 に示す．この画

面ではドラッグアンドドロップを中心とした簡単な操作で

試験の流れを作成できる．画面右半分のアイコンを置いて

いくエリア，左半分のアイコンの一覧が並べられているエ

リアの 2 つから構成される．アイコンは機器の状態や，操

作，動作結果をあらわし，それらを右側の枠内に当てはめ

ていく事で試験手順書を作成することが可能である． 

 

 

図 2 試験手順書作成画面 

3．評価実験 

本研究は紙媒体の試験手順書を電子化することがどれだ

け効果的なのか評価する必要がある．そこで本システムで

作成した電子手順書と，紙媒体の手順書を用いてユーザー

テストを行った． 効果的であるかを確かめる指標として試

験を行うのにかかった時間を電子手順書と紙媒体の手順書

とで比較する．18 歳～20 歳の被験者 10 名を 5 名ずつのグ

ループに分け，それぞれのグループで電子手順書，紙の手

順書のテストを行った．結果を表 1に示す． 

 

表 1 ユーザーテスト結果 
 被験者(秒) 平均

(秒) 

標準

偏差  A B C D E 

電子 

手順書 

96 118 160 101 81 111 27 

 被験者(秒) 平均

(秒) 

標準

偏差  A B C D E 

紙の 

手順書 

184 150 143 147 219 169 29 

 

表 1 より電子手順書での平均試験時間は 111 秒，紙媒体

の手順書では 169 秒という結果が得られ，1 分近く試験時

間を短縮することができた．この結果から手順書を電子化

することにより試験を効率化できたと考えられる．またユ

ーザーテストの感想を聞いたところ，紙媒体の手順書を扱

った被験者の中で，「手順を読み間違えた」「どこまで手

順を行ったかわからなくなった」などの意見が挙げられた．

このような意見は電子手順書の場合では挙がらなかったた

め ，試験時間の差がついた要因と考えられる．  

4．まとめ 

 本研究では，Windows タブレットを用いて，試験手順書

の操作を行えるアプリケーションの開発を行った．ユーザ

ーテストの結果から，電子手順書が試験を行う時間を短縮

化できるということがわかった．しかし，電子手順書の方

では紙の場合よりも細かい試験の説明が難しいため，被験

者が試験の手順を間違えていないか不安を感じたという意

見があげられた．また，システムの操作性をより良くして

欲しいという意見も得られたため，今後の開発で機能向上，

改善を行う． 
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